
   

  

      親鸞の生涯（4） 

親鸞の系図                                
         範綱（のりつな・後白河法皇に仕えた歌人） 
  藤原     宗業（むねのり・文章博士） 
        （    ：ありのり・父・皇太后宮大進）   
 
 
  （   ・はんえん）①      範意（はんい） 
   尋有（じんう）       女子 
   兼有（けんう）      （   ・ぜんらん）  如信（にょしん）② 
   有意（うい）        明信（みょうしん） 
   行兼（ぎょうけん）      有房（ありふさ） 
                女子 
                女子（     ・かくしんに） 
 
 
                     教如（兄）→真宗大谷派（    寺） 
   覚如③ （   ⑧）  顕如    （きょうにょ） 
  （かくにょ）  （れんにょ）  （けんにょ）   准如（弟）→真宗本願寺派（西本願寺）
                    （じゅんにょ）    
 
注）数字は歴代本願寺住職、  ３代（      ）の時に、本願寺ができる 
 
注）親鸞の妻は『（        ・えしんに）』 、 末の娘『（          ・かくしんに）』 
 
注）（     ）→真宗中興の祖、（     本願寺=大坂城）、一向一揆、『お文』による布教  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 

            年  組  番 名前             
 

 
蓮如誕生の地  崇泰院（元大谷・京都東山） 恵信尼の墓（新潟） 



   

  

 


